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<沿革＞ モンストレーション(於小榔市)。

昭和29年

本泣初の全1副大会である第９回国体北

海iii大会のmI11i上梓にあたる。総合第

３位となる(於小榔市)｡駐粁後liIj爪ih、

Ｆ級佐Mlj雄(札幌)、Ｂ級小助川克IJli(札

幌)、Ｆｅ級山谷児(小榊)、Ｌ級木村腹也

(札幌)、Ｍ級梶iililW(小I畝)。

昭和32年

第３１，１全国商等学校選手柵大会を札幌

iIiPllIl小学校体ff航でIIII催主符した。

札幌北海核21{が螂備の９１０心になって、

IRI体に次ぐ令凶大会のIIllIk。

昭和34年

北海in･Ｉﾘ1大対抗瞳技会をIlIl1Il1(於札幌

iIi)。当別協会ilI腕。第l91qj全１１本選手

Mi大会でiI1j野昭臓Ｆ級で本巡初の節３

位入賞。

昭和36年

第１１m]全juIbi杖逆手ＩM大会IMIⅢ(協会

王(lIl･札幌ili体育館)。大分規模は、三

笠商校、英咀工業ＫＩＩ核､札幌光A1iiii杖、

北海道工業Hli核、札幌工業間杖、札幌

第一高校の７校合i１１．９名。

昭和37年

節９回全[副in5校避乎柵大会において、

Ｂ級八IⅡ伯之(札幌光凪商校)が本巡の

iWI枚生としてはじめて､jim位に人質。

釧路協会iiI1立･夕張協会孜立。

昭和38年

会11本学生選手ｲ１WでＦ級八mｲir之(ＤＩＩ

央大)が５位人賞。

昭和39年

iii18回l却体でＦ級八ｍ佃之('１１央火)が

５位人職。

昭和40年

イランでIMIlMの世界週手柄大会で八IⅡ

佑之(Ilq央大)Ｌ級で初１Ｍﾙ、７位に入

賞。

昭和41年

〕I〔ドイツでI}IllIiの１１上界迦乎ｲ１h大企でＬ

級八川伯迄が５位に入賞。

昭和42年

金日本選手柵でＬ級八11ⅡiUi之が優勝。

第221IDI国体も優勝｡本巡避乎初の快糸。

昭和43年

節19回メキシコ･オリンピックにて八

田信之Ｌ級で４位に入賞。この年第１９

回余日本逆手iii大会Ｌ級優勝。

士別協会OII立。第１回会iii商校新人戦

火会l1II11i･

昭和44年

旭川協会孜虻。

第１１mI北海巡突楽団.社会人大会をIlII

llMo

昭和45年

第６liilアジア大会(於タイ同)にて八m

ltjzがＭ級で優勝。

昭和46年

５月3011,節６回Ⅱ稗親善ウエイトリ

フティング大会(於札幌市)の開催主管

にあたる。第27回国体で八田信之がＭ

級で優勝。

昭和47年

北海jnimi神学校体秤迎盟にウエイトリ

フティング競技W1Fil部が設立。

昭和42年賦から夕張の麗田秀紀を中心

に辨及活動がはじまり、夕張工業高校

に正式な部(朝井省三MlilM1)が誕生。そ

の後､釧路節１揃校(大和田耕三MlilljI)．

当別iii１校(nliljii秋lMUdliIII1)･石IllFii核(堤

IllllIll)･孝似工業而校(石沢俊郎MlilIIl)．

東海節４両枚などが次々に部に外格

し、念馴のiii[商体巡加盟を遂げた。

昭和48年

第１回全泣商校避手梱大会を開催(高

体迎呼''１部主lii･於札幌石山商校)。ｌ副

体jlrrMi会をIIii内町で'1Ⅱ伽。

Li｛1MI協会illl立。

昭和52年

釧路jiyliWi校魔杖。第１回全過学生過

乎椛大会IllI(111(於札幌)。

昭和53年

北iIIiH協会iII立25)制年記念式典IlHlIio

iiIl文251A１年妃念大会｡第１１，１火北.北海

ju社会人大会ＩｌＨｌＵｉ(於札幌)｡北海巡.警

枇ﾉｱ対抗１１１１(於札幌)。

昭和54年

当別協会flIl工20周年紀念誌発行。

夕扱市で、全国に先駆けて中学生の本

漣会設立に至る経緯

昭和29年第９回国民体育大会の北海

iiIIIl催が決定し、ウエイトリフティン

グ競技の会棚は､札幌公金微(現札幌UIi

民会航)に予定された｡札幌1i教ｆｉ委乢

会の要綱により、札幌ih体育jul盟が主

体となり、ウエイトリフティング競技

の開催主管団体の設立準備に入った。

当時、札幌市体育連盟の理事長であ

った横江一郎と、学生時代に選手総験

のあった小助川克馴などが[''心になっ

て､協会の投立に当たったのであった。

当時日本協会の理率奨であった弁、

幸男氏(日本協会参与)、事務局の野、

岩三郎氏(故人)からの協会設立に関す

る規約の制定、$u職づくり、指導満や

選手の育成強化等､甜般にわたる桁導・

助蘭のもとに昭和28年61119日、北悔

適ウエイトリフティング協会が廷生し

たのである。初代会奨は錦戸善一郎、

理半長には横江一郎の体制であった。

すぐにｎ本協会に加盟するとともに北

海地体育協会にも加盟し、今日に龍っ

ている。

この年、協会股立の伽か５力ⅡHで

あったが、第８１,'四国国体に避乎４名

を派遣した。初出塒であったが、ＬＨ

級の城岡正美が７位入賞し幸先のよい

スタートを切った。翌年の第９回国体

北海jii大会は、当初札幌公会強IIlI11i予

定が変疋になり、小樺巾ｲﾋﾞ、小学校に

変区された。

〈年次別概況＞

昭和27年

札幌協会創立。

昭和28年

北海in協会MlIl立(６Ⅱ19[I)初代会｣止錦

jFi神一郎。節８１１１IHI体四国大会に初参

加。監督小仲敏男、Ｂ級小仙川克馴(札

幌八Ｆe級木村英俊(札幌)、Ｌ級木村広

也(札幌)、ＬＨ級城岡正美(札幌)、福

局限よりＢ級南部．Ｆ級白鳥選手がデ
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た。大会期il1llI1は、拠例の寒さで南hil

の避乎は減lilなどに苦しんだようであ

る。

また、本inの避乎の析珊がjUI待された

が､IliIルiu柏uhjl1商校)の４位(父はＪ１

別協会nl1JlMu(１１)I:敏雄)がlil【,刑成繊で、

地jCI1IlIIMのプレッシャーに、け「はま

なす図体」への不安を蝋す。

昭和63年

IAlNIl総理大IIi杯節25lib1分11本社会人避

手柵大会Mnin61Ⅱ|令ロ本災難'111選手ｌＩｉ

ｊＩｕｉｊ６１ｍ１全11本マスターズ避手llli大会

を「はまなす図体リハーサル大会」と

して１１１１催主符する。併せて「はまなす

国体女子大会」を1111催(於三I:別市)。

ソウル五輪11本選手団舷終合ifi(於士

別ili)｡叉合宿の|Ｈ１Ⅱi｣&所として北海泣

に多くの大学･爽莱ltIIを受け入れる。

(ナショナルジュニア･ナショナル女

Ｔ･･1'１央大．Ⅱ体大･Ｉﾘl犬･'11形M1･〔I衛

隊体育学校など多数）

平成元年

第441,1N体秋季大会のIlIll髄上梓にあた

る(於士BIIUIi)。

ⅡH和56年から1MIliiM1術にあたった､｢は

まなすIlil体」は、1111(Ⅲ地士別iIi('五1井共

iIiiIi災･liIII次夫|剥体11勝1`bMと･片luⅡ『

!〃J1$勝)iii次1t)の絶大な男ﾉ｣とロ本協

会の適切な指導のもとスムーズな大会

運営で成功樫に終了できたのである。

また、地元体f『協会(会奨今１１:忠Ⅱ１１)や

iii腿団体の多数の脇ﾉJは特Bﾘに;ｄして

おきたい｡他県の避乎･役１１のみなさん

にも大変な好椰を11卜た大会であった。

また、１０年の筬月をかけて避乎強化の

結果、輸入選手なしの純潔の本M1選手

で職い、１１１１和29年の第９１１１１m体以米の

総合成綱第３位の快挙をなし巡げたの

である。参加避手令此が入賞し、成年

67.5kg級林和IUI(札幌光峨商校放強)が

Ｔ優勝｡56kg級牧111広lUI(北海in体f『協

会)･90kg級1111出純一(早稲１１j大)が３

位。iHH松脆災(当》l協会)が８位。少年

も56kg級橘典人(士別商校)がＪ優勝・

Ｔ２位、５２kg級ILKb英一(夕扱ｒ難問

核)が211k，７５kg級111｢ｌｌＷ(士Mﾘilj粟i1Ｍ

校)が５位の成縦で少年の部総合優勝

を兵IiI(111と分ける。地元避乎をYMuIＩす

るということは、公卿が大いに盛り上

がるものだ。

このIxl体の成功には、HlilM1である加賀

医師の多大な其献があったことを付し

ておきたい。

またこの年は、女子迎乎のiii船も１１党

まし<４４kg級坂上111超子(｣:HlIIHi技)が

一瞬ではあるが、ＳでＢ木槌録を樹立

し２位。67.5kg級I('1井初共(当別協会）

八ＲＩＥ宝のメキシコ三輪の竝姿

k9級で第３位入賞。

昭和60年

第401,分国iiii校選手術大会において、

90kg級岡田純一(士別高校)が大会タイ

ilc鰍で優勝(父は士別協会会奨1M1111

兇)｡Iiii年の牧IⅡの優勝の刺激を受けて

特い力Ⅱ納修を１１心とする士別の摘導帥

が意地を見せて全国初制nW･団体でも

士別高校が８位入賞｡第40回[剥体では、

少年の活珊67.5kg級鈴木盛之(夕張工

業)３位、７５kg級佐野剛(夕摂工巣)２

位、９０kg級岡田３位で、総合成織で５９

年にﾘ|き続き、７位に人質。（他1Mに先

駆けて行ったUIO学生の逆手強化が総災

してきた。また、この頃から「はまな

す国体」に向け、（財)北海巡体育旭会

の強化予算が１Wえ､逝内･巡外合宿及び

埼玉県･兵liluu･栃木1Mなどの優秀折導

濁を招ｌＩＷＬ、指導を受ける）

昭和61年

本川税(ｚｌ:別商校)が第１回令l］商校選

抜大会75kg級で準優勝。第39回全日商

校選手樋大会では､82.5kg級に出場し、

本近選手の３年迎統優勝かと思われた

が、上lHi(沖lIUlM)の逆伝Ｊで愉しくも

地優勝。６０kg級牧、広llll(１，京大)イン

カレを制す。

昭和62年

全国から選手･役員820名を迎え、全国

高校総合体育大会･商松宮賜旗第34回

全国高等学校総合体f『大会ウエイトリ

フティング競技避手ｲ1.大会のIlIIllM主軒

にあたる。（於士BI1iIi）

令同大会３年迎統IlIllIiiの第一ilIlとし

て、緊張と不安のなかの閲催であった

が、スムーズな大会述営で好評を得、

国体IlIlI11iへの自信を深める大会とをっ

格的な指導をはじめる。（薩111道賜）

82.5kg級稲岡脈雄(中央大)･100kg級山

本可(中央大>インカレを制す。

昭和56年

夕張協会15181年記念大会UIlI1Mo

第６１mI日中友好ウエイトリフティング

競技大会主篠にあたる｡（６／19札幌市、

６/21士別市〉

第１回道北大会並びに第１回全道ジュ

ニア大会1Wi催。（12月於旭川市）

昭和57年

第441m１回体を目指し１１０学生の本格的な

強化を始める。夕扱･士別･当別などの

'１０学生は順調に育ち、各種大会で旋風

を巻き起こす。後に日本中学記録とし

て公認される(選手強化委員長_野呂

紀代志、強化委員－藤田秀紀･加納修．

福勘lﾘl雄･安野健端)｡北海通･アルパー

タ州親蒋スポーツ交流として８人の避

手･役員をカナダに派in･

昭和58年

北海道･アルパータ州親善スポーツ交

流ウエイトリフティング競技大会の開

催主管にあたる。（札幌･士別.夕張）

昭和59年

節39回全国商校逆手柵大会において、

56kg級牧田広明(夕張工業商校)が本近

の高校生として初優勝。夕援で奨年指

導を続ける藻田秀紀と、教え子でもあ

る夕張工業高校教諭野呂記代志のコン

ビが全国制覇の快挙をなし遂げた。［Ｊ１

体でも夕弧工業i断校は５位に入賞す

る。

枚ｍは、第39回国体でも優勝し２冠を

達成し、総合成績でも少年の活BHIで第

２２回大会以来の７位に入賞。稲岡派雄

(北海iii電力)が全日本選手椎大会82.5
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文は当別協会理1$･叔父は愛工大名112

高校監督高橋力氏)」副体では64kg級郷

田が優勝、７０kg級堀川が３位とiiFHm･

成年は橘が、オリンピック代我にもれ

たうっぷんをＥＩＩらすべ<ＩＨＩ体で、Ｊ優

勝を来たす。

協会IiII立40周年組念PIC難として､米I則・

カナダ遠征に八ｍ企及はじめ26名が、

両国の親蒋交流をはたした。

軸l釦ナショナルチームが｣台別iliで合

宿。

平成６年

口仲英和(士B'１商業商校)全l丘I凋校総

体･国体ともに70kg級２位入賞｡士別商

業高校全国商校総体団体８位入賞。

国体では、橘がＪで日本新紀鈍を樹立

してＴ初優勝。

韓国合宿１ＭⅡi･入IⅡ団趾以下20名がソ

ウル]L姶巡乎村で、靴[lilナショナルチ

ームと合同練習。

平成７年

平成３年に優勝した兄和人に続き、白

井英和が選抜大会70kg級で優勝する。

(父は｣:別協会FI1zI「jtiLlルi1f隙)銃<余

Irlini挾総体では、７０kg級ILIｿﾞﾄが２位、

54kg級楠本哲宏(士》IIIllj梁iii杖)が３

位。士別商業商校が今uli1ii枕総体Ⅲ体

８位に連続入賞。

国体では、士別束商校に赴任になった

橘が卯Ｔ太公新肥録で優勝し倒作』

３迎馴、Ｔ２巡imLIIWlL避乎ｲliのlllMI

IIiiを猶ｉｌﾄする。〔lﾂﾄも怠地をみせ、全

国溺校総体の醗辱を果たし、Ｔで優勝

する。

11月中国で1111催された世界選手棚に橘

が64kg級で出塒する。昭和40年に出jル

した八田会長以来、実に30年ぶりの快

挙である。結果は、１２位と入賞には届

かなかったが、アトランタＪ１袷の出Ｍ１

に大きく近づいた。アマチュアのjH[0冊

峰の五袷出場に本人と協会関係者の夢

が広がる。

今後の目樫と課題

北海逆協会も平成10年には、451M年を

迎える。多くのllU係ffの然愈と１W船に

支えられ､全'五l大会の１１Ⅲ１１や、際交流、

選手の育成やw少年の健全櫛成に寄与

してきたものである。

やはり、本道のウエイトリフティング

競技の挫及は、２１匹1の近内ＩｌＨＩＩＭのI剛体

を契機に成し逆げられたといえる。

llU1Hの､IIHi129jFのｊｉＭＩｌ１ⅡK|体では、

競技そのものを述氏に皿1Ｗしてもらう

という、いわばスポーツとしてiMl知し

てもらう仕那であった。

その啼中模索の手さぐりのなかから八

ｍ信之というスター避乎を産み、本人

八田11r之に続くスーパースター6M典人、五輪出俎の目概に向かってハードな練習が続く。

６２位に人質。

平成２年

この年は、「はまなす剛体」の逆手強化

の継承もあり、I1UlllMに俄仙成繍をあげ

る。Ｍ１が60kg級に階級をＩげて、辿抜・

nil体優勝。９０kg級lII川腿大111(士捌liWi

枚)は、避抜･総体２位、１１１体優勝。１００

kg級加藤秀樹(夕扱工業in6校)が、避抜

優勝。国体では、少年の部で念linの総

合優勝を果たす。成年も林が２年巡統

Ｔ優勝で活跳。

平成３年

６、全山女子迅乎梱大会･全Ⅱ本マス

ターズ大会をllIlIH主答する(参加選手

105人･於士別市)｡女ｆは75kg級ＩｉｉｌⅡ:が

２位。マスターズ大会には、往年の名

選手たちが剣を吐き､深味正三(Ｂ鋼飛

1161)･ＩＨＩⅡⅡ兇(lMlIlIinilHIi)･蝋11K秋雄(zlMIl

商校教蹴)が優勝。保原利治､１１(片桐商

会)･通111糠奨(士別楢林署)が２位。今

野澄男(三ｿ|:生命)･中田jE剛(札幌アス

レチッククラブ)･iiijIlIIi評(王子製紙

苫小牧)が３位の成績をおさめる｡この

大会以後地内のマスターズ避手は、地

iiiな努ﾉjで今１N･jnIAlの試合で大柵ＢＭ

し、粁手に対して大いなる刺激をJj､え

ている。

特筆されるのは、平成４年にオースト

ラリアで閲111されたjiY10Im世界マスタ

ーズ１１t界巡乎椛で、５９kg級の述山橡芙

(士別憐林料)が優'勝、liHlllIFにＳで90ｋｇ

を幣げ世界Wild鍬をマークする。

この年も少年迦乎が柄M1、７５kg級F1仲

和人(士別iili業iWi枚)が迦披･全lIiliiH枕

総体優勝､82.5kg級木村芳広(-k別耐某

商校)が選抜･会Iiliii校総体。、体２位。

企milBi枚総体団体では、」:HlliIW業iii核

がこの平５位入賞。

平成４年

82.5kg級木村芳広(士別商業高校)が、

逃抜大会で全１m目大会新記録で優勝。

全lnl1lW枕総体･１，体も90kg級で定金優

勝し、本in初の全､i'三冠を果たす。

このIlZ6iWj校生が大iili鍬し､国体では、

90kg級木村と60kg級渡辺裕斗(夕張緑

ヶ庇実業高校)が優勝､67.5kg級黒田奉

行(稲北商校)が３位に入賞する。本道

２度ロの少年の部優勝を来たす。

成年は、Ⅱ大巡学後、成焚目覚ましい

橘興人(Ⅱ大)が全１１本ジュニア逆手椎

大会60kg級で約20年ぶりでＪ１53kg.Ｔ

272.5kgの大学記録を樹立して優勝､蛾

優秀避乎に選ばれ、この年行なわれる

バルセロナ五拾の代表選手として浮上

した｡ltt界ジュニア選手椎で265kgを挙

げれば１t災獲11卜ができたが失格。オリ

ンピック代災の夢は、アトランタまで

Ⅲき延ばされた。

平成５年

協会40周年記念大会･式典を盛大に開

催｡三木功司遮乎強化委員茂の誹演会。

北海地朝鮮初中断級学校の金大域(父

は災在の武UIllﾘ会奨)が､金川でも１２位

のild鰍を樹立。朝鮮初中間級学校の全

lZlilH核総体出場の迎釛が、北海道から

全国に広がる。

苫小牧協会設立。平成２年から稲北高

校の指弾にあたる福崎明雄の健年の夢

を、！Ⅲ、楽行(稲北商校)がiii１校避抜大

会で、新階級70kg級で制しIIJ災のもの

とした。lIiI級で堀川寛(士別商校)が３

位入賞を来たす。

続く全国高校総体では、６４kg級黒田、

臓田栄次(当別高校>が２位(父原Ｈ１散
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加納修

若松市政

原田敏文

漉辺宮士彦

大原屋久

下村敏美

繭田明博

福島明雄

安野健治

林和明

高橋、光

鈴木盛之

川畑貴裕

若木逸幸

蕊朝井省三

遠山善美

荒井正

只野建吉

山田守

河崎紀男

大山公知

中村博昭

渡辺光弘

板東連雄

金丸登志夫

三上正洋

焚エ藤万砂美

1111横江一郎

ＩＭＩ小助川克顕

葛健二

湯浅俊一

＝浦金次

真田澗臣

が皆無になり、全体の選手牌は次第に

薄くなっているおり、決して楽観でき

る現状にはないようだ。現実を的確に

把撫し、今後の対筑を職じる必要に迫

られているものである。

般後にn本ウエイトリフティング協会

の60周年を心よりお祝いし、日本協会

並びに全国の各協会の益々の発展を祈

念して筆を置くことにする。

〈現役員＞

会此八田恒之

RiU会焚沖野昭蔵岡田晃

向井敏雄中田正剛

芝山一雄藤田秀妃

近藤謙吉今野澄男

武田光泰前川正喜

ｎｕｐｌＩ良稲岡脈雄

ＡＩﾘ理PⅡ氏合田樽片岡哲男

粥任理リド藤原秋雄白井清隆

が述民の－人として五蛤に出場したこ

とにより、競技の普及が一気になされ

たのである。しかし残念ながらその後

の競技成縦の方は、決して芳しくなく

低迷の時代が紬いたと言ってよいだろ

う。

しかし、２回目の第44回l型1体の開催に

当っては、体制の整った協会が選手強

化を大前提として取り組んだ。指尊者

スタッフはみな20代の若者で、経験も

爽績もなく、ただただ一龍懸命折導し

た。その結果令脚優勝瀞をだすまでに

成艮し､(ままなす国体は大成功だった。

その後も順調に、そして確実に実績は

上がる。

しかし、課題も多く長年指導をいただ

いた各商校の職lMIの先生が退職期を迎

え、地方協会の役貝も商船化の現状は

否定できない現実である。

なんといっても、協会は選手あっての

協会で、次代を担う蒋手の指導者の育

成が急務である。また、中学生の選手

理事

名誉会鎧

名誉顧問 額賀馨示

佐々木昭次

中野貞夫

甑

山
田

内
西

武
道

赤松幸一深味正三

野呂肥代志松本 正
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凪青森県 歴代会長

初代斎薦馨

第２代島ロ国次郎

第３代佐々木金蔵

第４代金沢安次

第５代佐々木啓二

第６代漕藤六郎

(昭和31年～）

(ＩＩＢ和334F～）

(昭和34年～）

(昭和39年～）

(昭和46年～）

(昭和49年～）
事務局〒037宵森県五所jII原市広田字鰯浦83-17五所jIl原エ業高等学校内

永田忠勝TELO173-35-3444

韓が、魂ﾘﾄ災には成皿陸雄が就任して

$lM3liが出米た。

〈年次別概況＞

昭和31年度

９月１１１，１０i撚眼飛倣準協会発足。

第11厄１国腿体育大会に参加、本県初の

公式大会参加となる。

昭和32年度

来奥義塾高に愛好会力謹生。

他に興味を示す人たちが現われ、一般

の杵者たちのIHIにも普及しはじめる。

l1ll24II、第１lnIlH選手樅大会をIlIll1M

した。この大会で、市川分校の小、桐

消三がＭ級Ｐで、米公魍ながらⅢ木簡

枚新記録を挙げた。

昭和33年度

秋田県との交流大会を５月４１１、観桜

会で賑う弘iiii巾でDII催した。

結来は秋、1Mの圧勝であったが、本ＩＩＬ

にとって大いに勉強になった大会であ

った。

９月、第３ﾛ東北選手権大会を弘前市

で開催した。福島県の強さだけが目立

ったが、本県勢も二人が２位に入賞す

るなど、着実に力をつけてきた。

''0央大学が夏休みを利用し、弘Iii公ｌｉｔｌ

で強化合宿を実施、１１１樵地方の腕技力

向上に大きな役割を果たした。

一方､八戸市においても､ＪＷＡの遠藤、

五月女氏を講師に実技とルールの講習

会を洲侭し、全IIL的規模で急速に普及

がなされることになった。

昭和34年度

県民体育大会の正式極目として採川さ

れる。競技人口の少ない本競技が取り

入れられたことは､普及･発展という意

味でも極めて大きい出来事であった。

昨年に引き銃き、秋田県との交流大会

を火施したが、当初の目的をiiiしたと

いうことで、2121をもって終了するこ

とになった。

昭和35年度

弘前市協会が発足し、５月１Ｕ、観桜

会で賑う弘前公団に而した小学校で、

のことである。Ｗ森県初のリフター謹

生となった。

以後彼の行動力と熱意により、部員

数が130名という大学一の大所帯にま

で成艮し、公認の部として大学に蝿め

られるまでになった。

<沿革＞

協会創立以前

本県におけるウエイトリフティング

のルーツも、他県と同様若蒋達の「力

布持ち比べ」や、「俵かつぎ」と思われ

る。IIHl和52年の「あすをろＩＨＩ１体」時、

会場の前に巫さの典なる20個種の石を

展示したが、これも平賀町に残された

ものであり、各集落毎にあったものと

いうことであった。娯楽とて少なかっ

た背の栫者逆にとっては、桁好のスポ

ーツであり、イベントのひとつであっ

たことは雰易に想像がつく。

こうした時代背景があり、競技とし

てではなく、ボディビル的要素を取り

入れたバーベルトレーニングが、昭和

20年代の後半から本県でも普及しはじ

めた。もちろん今日のような立派な器

具のない時代であったから、各々が工

夫し鉄の丸棒にブロックを取りつけた

り、トロッコの車軸をそのまま使った

ということであった。その広がり具合

も、八戸市を中心としたグループと、

津軽を中心としたグループがほぼ同時

期に始めており、全IIL的な広がりとい

ってもよい。後年、これらの人たちが

競技利として育っていくことになる。

さて、競技として最初に取り組んだ

のは、対馬範男であった。彼は高校時

代身銭が高いこともあってバレーボー

ルをやっていたが、大学(中央大学)に

進学するとボディビルに熱中した。ウ

エイトリフティングを始めるきっかけ

となったのは、川崎市でＩＨＩ{脳された国

体を見学したことであった。緊張感み

なぎる一瞬の競技、すっかり魅力に取

りつかれ、同好の士を募って本格的に

競技者としての活動を始めることにな

った。大学公鰹のクラブでなかったの

で川共一切、合宿Y91llはもちろん逮征

も自弁であった。

しかし、バーベルを手にしてから１

ヶ月後の「全日本学生選手権大会」に

出場したら６位となった。昭和30年秋

協会創立に至る経韓

対馬はこれを背森県に普及するため

郷里弘前に帰って来た。実家の近くに

ある弘前111央高校石川分校に成、陸雄

先生を訪ねた。

航技の特性は冬XⅢⅢの｣とい水1Mに向

いており、将来きっと本1Mを代表する

スポーツ柧目になり得ると熱心に税得

したのである。彼の熱意に、成田は分

校でクラブとして実施することを約束

した。昭和31年春、こうして石川分校

に本県初のウエイトリフティング部が

廷生したのである。

数学の教Ill1iであった成田は猛勉強を

始めた。ルールはもちろん、全国の様

子など、先進県である秋田県から知識

や資料の提供を受け、悪戦苦闘の指導

が始まった。

当時、冊崎県や宮城l+｛は全回のトッ

プレベルにあり、秋出ｌＨ６ｌＩ鋼I36fIzの

図体に1(１１けて、すでに強化体llillをとっ

ていた。

一方､対燭は県全体への普及を考え、

昭和31年９月１日青森市で開催された

第１１回県民体育大会の総合側会式で、

大学の仲川と模範iiii技をしてアピール

した。当時の地元紙(來奥Ⅱ繩)も「ilMl

場の喝さいを浴びた」と繩じている。

彼はまた､国体参加を考えていたので、

その足で県の係M2体育課長室を訪ね、

本県での普及を訴えるとともに、バー

ベルのIMI入をも約束させるという行動

の早さをみせ、体育協会加盟まで済ま

せてしまうという離れ技をしたのであ

る。ここにiIf森県ウエイトリフティン

グ協会が発足した。

対崎にリードされて発足した協会

は、初代会長には石川分校主任の斎藤

３４



は34回を終えた今Ⅱもなお破られてい

ない。

昭和46年度

1111和52年のlE1体IWIIⅦ内定を受け、本１１１

ではいち』iq<避乎強化体制を鞭えた。

その一環として、三宅鞭ｲﾊﾞ氏を鋼llijに

迎え、指導稲の研修も兼ねた避乎強化

合宿を実施した。

経験と理鎧に奥づけられた三宅氏の捕

導は、選手はもちろん指導卵にとって

も初めての経験でもあり、n機以上の

成果を柵ることかできた。

９月、仙台で111ⅡＨされた、［Ｈ１体ブロッ

ク予選会において、商校チームは２位

で予選j圃過と思われたが、逸手篭録、

が－ｐ遅かったという卵Ihで幻の同体

出M》となった。中央紙でも大きく棚じ

られ、iWiHLIになったものである。掲牒

のために５橘の逆手をＩＣ鰍に1Ｗめた

いｃ

Ｆ級成lⅡ勝義(fi所川原]:iiIi）

Ｂ級出貝和義(八戸商商）

匪級佃田忠次(木造iWi）

Ｌ級三iilli公犬(水jIhihi）

ＬＨ級′kllI必勝(Ji,所川1$i二[i冊）

昭和47年度

昨年の汚名をⅡHらすように、５欄の１Wｊ

校生はブロック子選を雌錐の２位で皿

過し、本番では５位に入賞した。この

結果、一般は扱わなかったものの、刑

校の得点だけで総合７位と、本1M初の

火丹1杯１１卜点をMlIil“た。

】i所川原工業問校の氷111忠勝は．全図

間枚総体、国体ともにＬＨ級のチャン

ピオンとなった。本県２人Ｈの快挙で

ある。

昭和48年度

52年「あすならＩＦ1体」へIiOIけ、役、養

成謝習会やHii核1年21；を'１０心とした強

化体制の砿並など、一段と幼きが活発

となる。従って、股技成績は今一歩と

いう感じのする一年であった。

昭和49年度

国体のリハーサル大会を兼ね、第３４１１１１

余日本避手ｵlii大会をHIK賀IHI・でIIll1Mし

た。トップリフターの米川でいやがう

えにもI｣Ｈ１体I1IllI1iへのｌＩＩｌ心がiiiまった。

本県選手ｋＩはＢ級lⅡ01i、Ｍ級今、ＬＨ

級艮内、Ｈ級木村の４名が入賞し、一

般選手の充実ぶりを地元の人びとにア

ピールした。

昭和50年度

lⅡＩＩ１愈稚(金木illi、拓航ﾉＷｉⅡ}身>が、

本1M初の世界逆手柵太公１Ｍ酬村となっ

た。

田中の影轡で大学進学者もjliえ、特に

拓殖大学は本1M出身者の活珊で好成績

第１回県選手椛弘iiil大会を11N１１Mした。

地方から染まって米る蒋者への宜伝を

念頭に入れたことはいうまでもない。

この年から、国体iWi核の部はブロック

予避別となり、以後】0年、１却体Ｈ１塒を

目標にiiji核の強化に力を旅ぐことにな

る。

第５回東北大会でFe級の斎鰹鉄弥ＯＫ

義商)がＳで92.5kgを挙げ､11本商校新

記録を樹立した。

昭和36年肛

弘iFjiIiに紬いて､八戸市協会が発足し、

1M南大会をIllII肘することになった。ｉ１１

軽地方の各翻大会が途１０でiWえる中、

この大会は現在も続いている。

昭和37年度

昭和32年から続いていたH1jiE乎梱大会

を発展的に解WlL、「狼の森大会」をⅡⅡ

(１Ｍする。

狼の森というのは、弘iii市の郊外にあ

る地名で、対脚範ﾘ)の後箪で斎幽鉄弥

の生まれ育った所である。農家の奨冊

ということで大学巡学をあきらめた斎

灘は､二人の弟と共に餓技生協を縦け、

私凹を投じて大会をＩＩＭ１ｉしたのであ

る。

昭和30年代後半から40年代の初めにか

け、三人の影響力は強く、特に商校生

の育成に力を注いだ。

なお、全日本社会人大会において、斎

藤三兄弟を'''心とした「斎藤展1.1」チ

ームは、全国制靭を果たしている。

昭和38年度

商体迎ウエイトリフティング部が発足

する。

高校選手樋大会､新人大会を開催する。

初代委貝健の小森長徳(尾上同教頭）

は、「人の鰯力大会」なるポスターを日

ら作成し、新人大会をⅡ【経地方では蛾

も有名な狼賀神社の秋の大祭とIilヒ

ロ、同じ場所、しかも土俄の上で１Ｍ催

するといったユニークな考えの持ち主

であった。

小森のやり方といい、弘liiI大会のやり

方といい、人が大勢染まる所で1111(1Mし

たのである。本競技の艸及を鯏一に考

えてのことであった。

昭和39年度

東京オリンピックがIllIluされ、三宅義

信氏の活踊は、本県においてもその彫

騨力は大きく、競技人｢Iも犬0111にjUえ

た。

節４１，１を数えた弘iiil大会は所jUIの目的

を連して終~「し、八ｍ大会ヘリlき継が

れることになった。現在のが季迦乎柵

大会である。

また、津軽地方で行われていたⅢ何々

大会も、それぞれの目的を達し、終了

することになった。

第９IuIN〔北避手椛大会を弘前市で開催

し、一般の部のＦａＬＨ、Ｈの３階級

で優勝、総合でも初の優勝となった。

昭和40年度

来年度'111催の第14回会1判高校総合体育

大会に向けて、役員養成、強化合宿等

多忙な一年となった。

昭和41年度

肌Tiiliにおいて第14m全回商校避乎Ｉ１ｉｉ

大会をIlII11hした。

大会は大成功のうちに終了、’'0でもＦ

級今村避手の記録は日本高校記録とし

て、長く破られることがなかった。

本県選手団もよく健闘したが、９位が

lIkiiYiの肥録で入賞はなく、洩念の一言

に雄きる。

この年は、県ウエイト界を支えてきた

理班奨成田隆雄、委乢良小森長徳の両

氏が相ついで逝去という不幸な年でも

あった。

昭和42年度

あと一年金l剥商核総体nM他が遅かった

ら、と忠うほど今年のiii校生はすばら

しい成縦であった。７名が出ムルし、５

名が入賞したのである。学校対抗の部

でも八戸工業高校が７位入賞を果たし

た。

余勢を駆って国体予選に臨んだが、Ｆ

級の失格で万駆休した。

昭和43年度

昨年に続き八Ｆ『工業商校が全国商校総

体で５位入賞を来たすなど、高校生の

レベルは全国区に達した、といってよ

い。

しかし、国体予選ではまたもＦ級の出

遅れ(５位)で刀噸体した。IIi1点で、上

位入賞者数で狐を飲んだのである。

昭和44年度

予選制が設けられ、１０年目にしてよう

やく高校の部が同体出場権を獲得し

た。エース今定博を中心に、孟逓級が

充実した本県チームは、逆もツキも味

方に彼１１mをIBlLたのであった。

今定1Wは､階級は興るが全uRI商校総体、

国体ともに勝ち、本県初の全国覇者と

なった。

昭和45年度

８年間続いた「狼の森」大会は、その

目的を十分果たし燕を降した。

呪在柚剛'１'のlH禅肴の多くは、この大

会に一皮は出塒し、斎iiiiの指導を受け

たのである。

八戸工業商校は､県高校総体において、

昭和42年の第５回大会から４年迎統優

勝という偉業を成し遂げた。この記録
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11本体育大学に進学した藤田章は着実

に力をつけ、IlIlo学生大会に出場する

など商校生の目標となった。

昭和58年庇

西沢勝共(柏木展間)は､全|刊iiIi核総体、

同体の60kg級で優勝し、第５IiiIp蝉ユ

ース大会にlllM）した。

鰹、素はカイロのジュニア世界選手権

大会に出柵し､257.5kgを挙げ９位とな

った。

ここ数年、iIlf外巡征する避手が地え、

リフターの目標も大きくなってきた。

本ⅡＩからもオリンピック避乎を、との

期待も腱むばかりである。

昭和59年度

蝋、未や西沢勝美といった大学生の活

馴が日につく一方、iiH校生のレベルの

低下が心配されるようになってきた。

爽際､全lrlilVi桟総体では入償稀が２名、

ＩＨＩ体で６３名の入賞だけという寂しさ

である。

11本体育大学に進学した西沢勝美は、

姉２回アジアジュニア大会に出場し

た。

昭和60年皮

４月、八}iiliにおいて来北ブロックの

審判鋼習会をIlII催した。

西沢勝美は、ジュニア世界選手権大会

に続き、アジアジュニア選手権大会に

６出期した。

昭和61年度

節６回東北商校迦乎柵大会で柏木展業

ini枚が初優勝を来たした。

西沢勝共が２年迎統でジュニア世界選

手樅大会出場を果たすとともに、パン

ノニア国際大会にも出場した。

全、問校総体において、久しぶりに４

名の入fiffを出し、iIli校避拡大会では

奈典iiIlIll仁(柏木腿Hji)が100kg級で優

勝した。

昭和62年度

全日本中学生大会が始まり、４４kg級に

出場した野上豊(内湯中)が優勝した。

奈典抑柵仁が日繍ユース大会に出場、

110kg級で275kgを挙げ第１位となっ

た。

〕IqL蒟校避乎lli大会で柏木腿商が２連

勝を果した。

昭和63年度

東北高校選手栃大会で五所川原工業高

校が優勝し、本県は３連勝ということ

になった。

また、東北総合体f『大会でも災に７年

ぶりに総令優勝し、背森1Mの腿在をア

ピールした。

しかし、令凶iiii杖総体では、辛うじて

１潴が入賞しただけであった。

＝宅瞳伯氏と強化合宿参加石(平賀町）

をあげるようになった。

高校生の図体にＩＩｉｌけた強化も軌巡に采

り、３午後の成果が期待されるところ

犬となった。

昭和51年度

米年に迫った１１１体に111けた強化は極め

てIUiilElにIMI化され、会IKlib6桟総体では

５名の入賞打を出した。

神奈川でIlII催された国際コーチクリニ

ックに森畷４(豊が参加し、大いに研讃

を積んできた。

１０１じく繊珊１１焚は、６月、ポーランド

でIlIllIMされたジュニア１１界避乎揃大会

にコーチの１人として参加し、ヨーロ

ッパの強さを改めて!綴じとってきた。

昭和52年度

８月、広lIblllFXi梁iljでⅡ１１伽された全国

iWi核総体において、金木iIIi核が堂々の

liIl体優勝を成し2Kげた。もちろんｶﾞｻﾞ森

IIWlの快挙である。

個人戦の部でも強さを発抑、１０人`''２

人が優勝、合せて９人が入賞するとい

った大治8Mぶりであった。

10月、緋WYの「あすなら|叫体」のIIl1雑

となった。本1Mチームは会I剛商校総体

での大沼11mで大いに期待したが、総合

３位止まり、悲UUiの優勝は成らなかっ

た。とはいえ、少年･成年とも強姦の仲

間入りを果たし、十分満足の行く結果

であった。

昭和53年度

木村Iﾘ1錠が[】中友好大会に出M1した。

船越MH(柏木展商>が会lH1in5校総体82.5

kg級で優勝した。

競技ﾉ｣がアップし、来北では敵なしと

いう感じの一年であった。

昭和54年度

５月、平賀町で日中友好大会をIlI1I樅し

た。同体での実績が評価され、聞森１Ｍ

でM1催されたのである｡本111からも67.

5kg級に岩田識､75kg級に皮lⅡ幸成､82.

5kg級に船越鍬、100kg級に木村ⅢI雑の

４名が出｣鯛したが、結果は１１個側の圧

勝であった。

６月、ハンガリーで行われたジュニア

世界選手権大会に、森理不良はコーチ

として２度目の参加をした。

東北総合体育大会で本IILチームは52年

から３迎勝を果たし、東北のリーダー

lILとしての立塒を砿立した。

昭和55年度

５月、成田幸成(五所川原工業高校出、

日本大学)は､カナダでのジュニア1t界

選手椎大会に出場した。（262.5kgで節

９位）

柏木農業illi杖が全国iWi核総体で団体抑（

優勝となり、個人職でも56kg級の職III

章が優勝した。藻田は秋の脚体でも優

勝し、第２回日陣ユース大会に出場し

た。

今定博(柏木展商教員)が、ジャカルタ

でのアジアコーチクリニックに参加し

た。

昭和56年度

東北高校選手権大会がスタートし、金

木高校が２位、柏木農高が３位と健闘

した。

東北総合体育大会でも総合優勝を来た

し、東北ではトップを維持。

昭和57年度

佐々木正強(Ii所川原工商)が金剛商校

総体100kg級で優勝。

古川幹人(金木高)も国体60kg級で優勝

した。

＄
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総監督として参加した。

国体ではそれなりに得点はするもの

の、東北レベルの大会でも成績は不滴

の独る結果となった。

平成８年度

第141,束北iwi校遮乎柚大会を平賀町で

開催するも、成績は今一歩であった。

第12回アジア競技大会に森副会長がレ

フリーとして参加した。

競技力は相変らず低調から脱せず、根

本的対応策の検iけがなされた。

平成７年度

低調からは相変らず脱し切れていない

が、４年ぶりに全国高校総体で入賞を

果たすことができた。

しかし、新人大会では久しぶりに大型

新人が現われ、明るい見通しに指導陣

も安堺しているところである。

とはいえ、側火地区との雄が大きくな

りつつある今日、「あすをろ国体｣ＩＭＩ後

の強化体制を再評価し、強い青森県の

再建を目指し大いに努力する必要性を

感じる今日此頃である。

〈現役員＞

会此澗顧六郎

剛会長中村彬男森功

奈良稔

理事長長内久志

副理事基エ藤孝憲今定博

常佼理事店牛哲夫大西＝男

細越澗恋秋山正雄

久保田寛

理事木村洞蔵

大沢容彦小野勇市

福田忠藤田正次郎

木村明義大川欽三

野呂洋花田真一郎

柴田利正繭田章

松尾晴彦小泉＝－

成田宰成会津秀悦

山内秀幸山内芳宏

監事平葭和敬村上弘二

リイ務局長永田忠勝

昭和52年、全国嵩校総体で生々の総合優勝を果たした金木商校週手団

37回全日本学生個人逆手権大会十110

kg級Ｊ競技で200.5kgを挙げ､日本新記

録を樹立した。

奈良の後蝦で八戸工大一商から日本大

学に進学した,19渡沿隆は、第211,1余日

本】〔西対抗選手梅大会110kg級Ｊの特

別試技で183.5kgを挙げ､ジュニアⅡ本

新記録を樹立した。奈良といい腸渡と

いい、本県が生んだ若きヒーローとな

った。

鋪23回アジア避乎椎大会に森理耶及が

レフリーとして参加した。

平成４年度

特縦すべきことはただひとつ、第521m｜

全n本選手権大会で､馬波清隆が＋110

kg級で優勝を成し遂げたのである。第

49回67.5kg級で優勝した西沢勝美に次

いで、本県２人目の余日本チャンピオ

ンの挺生となった。

この年からjl4成６年まで３年にわたり

全国高校総体での入賞がゼロと、荷校

生にとっては冬の時代に入った。

平成５年度

第151ｄＢ姉ユース大会に、森理事長が

国体では、得点の方法が変ったことに

より、思っていた以上の得点をあげる

ことができた。

平成元年度

大学２年生になった奈典馴柵仁は、命

Ⅱ本ジュニア避手梅大会110kg級で

292.5kgで優勝した。

西沢勝美は大学を卒業し自衛隊体育学

校に入り、一段とグレードアップし、

世界の棺舞台へと飛蹄するようにな

る。

平賀〕Ｍ１学校にクラブが廷生する。

国体ではそれなりに得点を稼ぐもの

の、全国高校総体では入賞者なしと、

近年にない不調の一年であった。

平成２年度

古川優(五所川原工高>が全国間枝総体

56kg級で優勝した。７年ぶりの`快挙と

なった。

米、戦(八戸工大一商)が商校避抜大会

100kg級で優勝､米年度の一層の活踊が

約束された。

平成３年度

大学４年生になった奈良輝揚仁は、第
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＊岩手県
歴代会長

初代吉田光一（昭和27年～〉

第２代麗原仁左エ門（昭和33年～）

第３代赤坂俊夫（昭和43年一）
申務局〒023-11岩手県増谷堂宇根岸116塁旦堂巳林高等学校内

干莱幹一TELO1973-5-2018

<沿革＞ 離習会が行われたロの午後、鵬公会

堂で図体Fe級優勝稻中fb虎男選手(奨

野』M>の模範演技がIMIかれ､この演技が

岩手県で行われた初の公式演技であっ

た｡これといって娯楽のなかった当時、

未知への興味も手伝って会柵は間、の

盛況だったという。｢メシも十分食わえ

でそんなｌＬたって…」という仰もご

く当然のように'111かれた時代ではあっ

たが、バーベルと正量挙げという競技

の持つ魅ﾉjにひかれ、進駐叩の広場や

I1i役所前の空き地などを利用した汁窄

練習であった。

llllhI23年、佐臨勝夫(初代HIll1I腿)が

地下室に集まった仲ＩＩｌｌらと、盛1ii1iIiIAl

でＩＤＩ好会のグループを結成して定期的

な練習を始めた。当然バーベルなどは

不足しており、鉄棒のiili鎧にコンクリ

ートを固めたり、トロッコのＪ１(袷を利

ＩＩＬた練淵であった。

〈昭和26年＞

地~ﾄﾞ霊で醗商を挙げた浴乎のⅢ量挙

げは、数少ないUll係者や選手の熱意が

高まり、競技1UIE及のためにも組織の必

要性が鰹議され、「浩手IH亜肚雅げ協

会」を誕生させた。

企及には吉IⅡ光一を逆出し、協会と

しての体制が整い、来北では樹城ⅡＩに

続いて本格的な股技活釛のスタートを

した。

〈年二次ｶﾞﾘ概況＞

昭和27年

第１１１１盛IH1市民体育大会1#１１１M゜この入

会ルールは、川窓したバーベルのｊｎさ

が48.7kgであったため並さを股うので

はなく、準－ｔ回数で順位を決めた。さ

らに､期間は１月７「Iから22Ⅱの1111に、

午iiti9時から午後４時までの時IUlIAlで

あれば、何何でも桃1股できるというも

のであった。

優勝紀鰍は32回､ｷⅡ撲の'181佐虎(lf1鉄盛

岡工kﾙ)｡会場は蝋岡iIi役所玄関iiijであ

った。

第７回国体に参加。盛岡市民体育大会

で４位であった佐麟勝犬がＭ級３位に

入賞。

昭和28年

第５回滑乎Ⅲ民体育大会から大会要項

に趣められ疋式柧目としてIIllllMo

昭和29年

第６１１１１県民体刊大会で６階級に熱１１，．

昭和30年

第７回1M氏体育大会に20数名参加。

競技普及の兆しが見えた。

昭和31年

ｌｉＹ８回Ⅱ1氏体育大会で４階級に111新M2

鰍。紀録的にもｌｌｌＩ上する。

昭和32年

協会橘を粁乎ＩＩＬウエイトリフティング

協会に改称する。

第１２回国体、Ｍ級佐藤勝夫８位

昭和33年

iiil3mlrl体剛Ｍ級佐鰯勝夫８位(２

年迎統）

昭和34年

盛llH1I1i氏体育大会に、正式棚目として

IHI催。

昭和35年

盛lUil市ウエイトリフティング協会ilI1

役。各IlWiIiで協会孜立のmllきあり。

昭和36年

111協会役、改避。

会跿鰹原仁左エＩＭＩ

唖躯跿佐蕊勝夫

輔16回何体、Ｆｅ級木村茂松８位

昭和37年

姉14回MIDと体fr大会からiii5校の部が加

わる。

昭和38年

第l51IDIlM氏体育大会は、初めて盛１００１市

を離れ、江刺市役所４階ホールでIⅢ鵬

した。

岩乎[E1体識致に備え、江刺iIi協会技立

触附会発足。

昭和39年

第241i７１余Ｕ本迦乎Wn大全般W〔〕Kオリン

ピック代我避乎11k終予選会をi[刺ｉｉｉで

1111催。（岩農林断校体育館）

Ｍ級松崎鼎何て|：６位

協会創立に至る経緯

<昭和11年＞

日本菰赴挙げ競技連盟発足。本1Mへ

の導入は定かではないが、昭和14年の

神腐大会に本1M避乎が出』ルした肥録が

ある。

飛肚級に出場した東磐井郡消水材の

千葉武(東洋精機)が３位に入賞してい

る。しかし、本県で知る人は少ない。

〈昭和22年初秋＞

盛岡市大jmI)に駐翻していた米１１[柵

搬部ロパート・ローア耶叫が当時のⅢ

体育協会錐･小泉多三郎のところへ使

いを出し､｢市の体育担当者を至急駐留

本部へ派遣するように」と連絡してき

た。

たった一人の市役所１４s育係、ｍ村光

政(後に111選手強化本部委fl･常任懇

ZIi、盛Iidlifi識)が何}11かとIllIijlいた。

ローアは、かたことのⅢ本語で「非

公式のパーベルがあります。スポーツ

の奨励と国際親善に役立つから璽賦挙

げをやりなさい」と競技の禅及を進め

た。

ＩⅡ村は、爪最挙げについての知識は

全くなく、１Ｍ北地方で行われている磯

差しあげとか、ル１２泉の弁慶力餅あげと

似たようなものだろうぐらいに考えて

いた。

ローアは、自分の部屋の床の川にバ

ーベルをピカピカに光らせ飾ってい

た。川村の求めに応じ何度も「こうや

るのだ」と手本を示し、時にはiIi役所

まで出かけて職員の前で実iiiiして見せ

た。田村は都合４回程通って手ほどき

を受けた。しかし、用兵一式の値段が

１万800OII】とllllいて尻込みをしたとい

う。

〈昭和23年＞

朧miITの松尾デパートのiiliIlfiい地下

室で実技講習会が行われ、岩手のin最

挙げが産声をあげた。参加者は市職、

や米軍Illl係稀と若稀８人であった。
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昭和49年

競技経験者の保飢体育教諭２名が商校

に配慨。本格的な競技指導。

千蕊幹一(１１体大>端農林商校

鷹噛文昭(培乎大)`1*石商校

全l]iliWi枕総体初のメダル入賞粉lIlIMo

F級紺野1W英７位(卜Ⅱ体４位）

Ｆｅ級商機ＩＨＩ志２位

（体菰差で優勝を逃す）

学校対抗職総合５位。l1fA

輔１１mI〕lｑ上総合体Ｗ大会をil:lliI市で１１１１

Ⅲ。（\l谷捻腱林ini枚）

昭和50年

全国満校総体初の優勝渦Ⅱ}魂。

Ｆ級細川学校対抗８位

ＬＨ級福崎沼夫優勝

学校対抗1112総合６位。１０MＡ

昭和49年．50年と２年縦いた全国iIIi杖

総体上位入賞は、〕l〔北坊としてはlIkiiii

位の成績をあげた。全IE1はもとよりⅡ〔

北の１Ｎ係若らに「これからの勝手はす

ごいぞ」といわしめた。

第３O10jIm体

少年ＬＨ級ＩＨＩ崎芯犬２位

岩手ＨｆM体育徹受債

編崎個人(雫石商校）

昭和51年

全国弼校総体

Ｍ級小ｍＬｂ４位

昭和52年

鍬321ⅡｌＩＩＩ体

少年７５kg級菊池布６位

昭和53年

第33IPI側体

成年110kg級冊埼釉夫２位

昭和54年

第34回１m１体

少年82.5kg級佐瞭秀悦８位

成年110kg級IIM1IhlNUl犬２位

昭和55年

第35[回Ⅱ剛体

少年67.5kg級商橋学８位

成年＋110kg級編崎刑夫優勝

邦７回〕l〔北緯合体行人公を雫石町でlM

I11i。（219石Bii枚）

昭和56年

筋36,1F１体

成年十110kg級佃崎ｲｵ犬優勝

（２巡勝）

昭和57年

第3712Ⅱ叫体

少年67.5kg級O1IFfやIiIi6位

成ｲＩｚ＋110kg級剛崎ｲ『犬優勝

（３巡勝）

令IRI商校総体

少イド67.5kg級iII野幸iiIi6化

昭和58年

F－．､Ⅱ｡..･ﾛ＃＝Ｐｕ､l

･･I

武砲殿

ニア世界記録保持滑)。

第28回全日本避手樋大会を江刺市で朋

催。

第１回Ⅲ記録会をIIllIIM。（武憾殿）

好記録続出。［R１体に期待をつなぐ。

lrI体|lIIliiにIIjlけHf判鋼稠公lⅢIlli・

国体1IIIIII1lMへ視察団を派迩。

高体巡呼101部に対し学校対抗戦優勝ト

ロフィーを寄附。

全El商校総体に初めて参加。

局mIVl行(滑農)･阿部武MII(岩腱）

ＩＨＩ蒋文昭(盛三）

昭和45年

《沿手lxI伸江IliI市で111111k＞

成年の部佐々木哲災優勝

少年の部出場選手全員入賞。

少年

Ｆ級相模正利３位257.5

Ｂ級iWiMi光雄‘１位250.0

Ｆe級菊池Ⅱ11175位277.5

Ｌ級吉川栄一６位305.0

ＬＨ級栃内祐論５位305.0

成年

Ｂ級佐々木哲英1位347.5

MII級松崎早何士８位377.5

全mini枝総体

Ｌ級吉IⅡ栄一７位

昭和46年

全国高校総体で初の-Ｍk入賞者出現。

Ｆｅ級菊池川行４位

昭和47年

節27,脚体、Ｂ級既噺文昭７位

昭和48年

第28lm11xl体、Ｂ級慨噛文昭７位

（２年巡統）

全国高校総体

Ｌ級管野建也７位

第１回県選手権大会をIlIl催した｡(盛岡

市武徳殿･岩手公閼内）

昭和40年

第10ｍ〕I〔北選手術大会を盛岡市で11Ⅱ

催。

第２回全11本社会人避手IIii大会

Ｆｅ級松浦英美２位

県高体迎に専門部加盟。

岩農林高･岩高･盛一高･盛三高･尊大北

上高･水沢高

昭和41年

第18回商校総合体育大会に正式激Ⅱと

な')、大会を江刺UIiでllII11IL

第25回全日本選手権大会

Ｆｅ級松浦英美２位

第２１回国体

Ｆｅ級松浦英美６位

団体にIIjlけ1N協会主催の強化合宿を県

トレーニングセンターで実施。

昭和42年

江刺市ウエイトリフティング協会設

立。

第27回全Ｈ本社会人選手権大会を江刺

市で開催。

l到体IlIl催県へ視察H1を派避。

濁手ｌｑ体にＩＩＪ]け粁火に力をつけてきた

選手側と協会側とが何らかの意見の対

立から、県体優勝者(国体選手雌終選

考)が国体選手から外されるという問

題に発展し、池元新１１Mに大きく取り上

げられる。

昭和43年

ⅡＩ協会役１１改避。

会氏亦坂俊夫

理事蛙村ﾂﾄ信行

事務局長古舘光

佐々木哲英加入。城力増強。（Ｆ級ジュ

３９



(野田村体育館〉

平成６年

第13回マスターズ大会

８３kg級工蕊秀人２位

全国中学退手柵大会

７６kg級千葉基樹(一関IIJ)２位

平成７年

第13回マスターズ大会

８３kg級工藤秀人２位(２年連続）

第50回国体

少年５２kg級山、忠Ｓ８位

》12旗11年腿瑞乎全|副高校総体lIII雌決

定。（江刺市）

<平成11年度岩手全国高校総体開催決

定＞

全国規模の大会開催規模･迎営が立

派になってきております。現在の県協

会･商体迎艸''ＩＩ部等の力品では全図大

会の11111世･迎営については困難さが予

想される。

大会開催が本県ウエイトリフティン

グ競技の稗及及び競技力向上に大きな

エネルギーを与えてくれることを確信

し、１１１欄する紺ＩＭＩ題を一歩一歩解決し

ていく決意であります。

Ⅱ本ウエイトリフティング協会並び

に関係各位の力強いご指導を賜ります

ようお願い申し上げます。

〈覇l役員＞

会災赤坂俊夫

副会焚篠村五平高橋孝

古館盛助佐藤力男

佐々木守功

理事長角掛宜夫

理事蜂谷憲一佐々木哲英

及川勝鴎田健一

後繭節夫木村英彦

高橋芳昭、i時文昭

干葉幹一栃内祐治

山内貞光高橋幸一

エｉｉｉ秀人

JIF勝局艮干棄幹一

佐々木迎甲の衷毎写真

第38回国体

少年５２kg級菅野近克３位

成年十110kg級福崎君夫優勝

（４迎勝）

令hiliiW枝総体

５２kg級軒原爪克２位

昭和59年

第39回国体

成年十110kg級福崎君夫優勝

（５迎勝）

令囚商校総体

67.5kg級次瓢IIrlML7位

第４１ＩＴＩ来北iWi課峨校迦乎柵大会をil:１１iリ

iliで開催。

昭和60年

第40ｍ国体

少年５２kg級商橋克彦６位

７５kg級及川iffW8位

成年＋110kg級I1WiiMf沿犬偶11》

（６迎勝）

全図高校総体

５６kg級今井達浩８位

昭和61年

第４１回図体

少年５２kg級，Wi橋克渉２位

５６kg級櫛野党－６位

金剛商校総体優勝稀現る。

５２kg級高橋克彦２位

第131111〕l〔北総合体育大会を雫石可でＩｌＩＩ

(11《。（雫石商校）

昭和82年

姉4211'１図体

成年十110kg級佃崎耐火２位

1M商総体学校対抗戦に優勝旗を奇M1す

る。

平成元年

第411Ⅱ11K民体向大会を花泉町でlⅢ(I！。

平成２年

第１０１１１ⅡI〔北iWi校巡平｜1i大会をiJ:llillIliで

ＩｌＩＩＩＭ。（掛谷堂艇林iWi枕）

平成３年

iiy461IUl団体

成年５２kg級iMIi橋克彦

Ｓ５位Ｊ６位Ｔ５位

平成４年

iiM71mlllil体

成年５２kg級ini橋克彦

Ｓ２位Ｊ７位Ｔ４位

節l91m1東北総合体育大会を江刺市で11M

Ｍ。（江IIillili体育文化会館）

平成５年

第45Im1III氏体ff大会をｻﾞfIll材でIllIlIi。
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